
１ 目的

① 第六次計画策定から5年経過したことによる中間見直しを行う。
② 全国計画の策定や社会情勢の変化に対応。
③ 基本方針は継続しつつ、総合点検を行い、必要な視点と施策の反映
を図る。

２ 見直しの方向性

① 令和5年7月に策定された全国計画の新方針（DXなど）の反映
② 新型コロナウイルス感染症の5類移行に伴い本計画の修正を行う
③ 社会の状況変化に応じた視点・施策の追加
④ 区分ごとの目標値は必要に応じて見直し
⑤ 字句・時点の修正 など

４ 検討経緯

３ 主な見直し内容

① DX推進の視点を追加
（リモートセンシング、地理空間情報等の活用、アグリテックの推進 等）

② 新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う修正
③ 再生可能エネルギー地域共生促進税条例の追加

（令和５年７月公布、令和６年４月施行）

④ カーボンニュートラル実現に向けた対応の追加
⑤ 「国土の管理構想」に基づく取組の追加
⑥ 基準年次の更新（平成29年→令和5年）

（農地等区分ごとの現況地、目標値の更新）
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国土利用計画審議会

R6.11 骨子案の審議

R7.1 素案の審議

R7.7 中間案の審議

R8.1 最終案の審議

市町村・庁内

各種データ等を基に
中間点検

R7.2 意見照会

R7.8 意見照会

県議会 国

議会提案

意見交換

５ 区分ごとの規模の目標

※四捨五入の関係で、合計が内訳と一致しない場合がある。

・ 当初計画・・・目標年次の推計人口：21２.４万人、一般世帯数：９３.6万世帯
→ 見直し・・・目標年次の推計人口：215.7万人、一般世帯数：103万世帯

（単位：㎢、％）令和13年の目標値の比較
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合 計 7,283 7,283 0 100.0 100.0

市街地（参考） 236 250

令和3年3月策定（令和8年3月変更）
基準年：令和5（2023）年
目標年：令和13（2031）年

人口減少の傾向は前回推計値よりも若干緩やかになった

基本方針：安全性を高め、持続可能で豊かな県土形成を実現する県土利用

パブリックコメント


